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む
」（
運
営
＝
山
梨
樫
の

会
）
に
10
万
円
を
寄
付
し

た
。
廃
棄
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の

売
却
益
を
も
と
に
し
た
地
域

貢
献
活
動
の
一

環
で
、
今
回
で

５

回

目

と

な

り
、
県
内
に
七

つ
あ
る
児
童
養

護
施
設
の
う
ち

５
カ
所
へ
の
寄

付
を
終
え
た
。

　
岩
下
部
会
長

玉
市
の
四
季
文
化
館
み
の
～

れ
で
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ

の
贈
呈
式
を
行
っ
た
。
栄
養

指
導
室
の
こ
ん

ろ
７
台
の
う
ち

旧
式
だ
っ
た
５

台

を

更

新

し

た
。
今
年
度
で

10
期
目
と
な
る

県
協
会
の
社
会

貢
献
事
業
「
親

子
ふ
れ
あ
い
料

理
教
室
」
の
一

環
。

　
各
支
部
が
主

体
と
な
り
、
学

低
圧
発
電
機
「
Ｅ
Ｕ
９
ｉ
Ｇ

Ｐ
」（
専
用
ガ
ス
供
給
ボ
ッ

ク
ス
付
き
）
を
寄
贈
す
る
地

域
防
災
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
２
月
15
日
に
袋
井

市
役
所
で
寄
贈
式
を
行
っ

た
。
当
初
の
５
年
計
画
を
前

倒
し
し
、
年
度
内
に
は
当
初

目
標
を
完
結
さ
せ
る
計
画

で
、
次
に
計
画
中
の
御
前
崎

市
で
こ
れ
を
達
成

す
る
見
通
し
。

　
２
月
15
日
の
寄

贈
式
に
は
、
森
会

長
、
和
田
倫
雄
・

袋
井
地
区
長
（
豊

田
肥
料
取
締
役
燃

料
部
統
括
部
長
）、

地
区
会
メ
ン
バ
ー

で
市
議
会
議
員
も

務
め
る
高
木
清
隆

氏
（
高
木
商
店
社

長
）、小
倉
伸
吾
氏

（
小
倉
商
店
社

所
の
『
こ
こ
だ
け
は
』
と
い

う
所
に
は
、
ぜ
ひ
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

設
置
を
」
と
呼
び
か
け
、

「
災
害
時
に
公
用
車
が
ス
タ

ン
ド
に
並
べ
ば
、
市
民
優
先

だ
ろ
う
と
非
難
さ
れ
る
。
出

先
機
関
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
を
導
入

し
て
お
け
ば
、
災
害
時
の
救

助
や
物
資
輸
送
な
ど
で
力
を

発
揮
で
き
る
」
と
話
し
た
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
石

渡
・
県
防
災
危
機
管
理
部
長

は
「
２
０
１
９
年
の
房
総
半

島
台
風
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
多
様
化
の
大
事
さ
を
十
分

に
認
識
し
た
。
関
係
各
所
と

連
携
し
て
取
り
組
む
」
と
述

べ
た
。
澤
川
・
県
教
育
長
は

「
体
育
館
の
冷
暖
房
と
い
う

大
き
な
課
題
が
待
ち
構
え
て

い
る
。
頂
い
た

要
望
書
を
基
に

取
り
組
む
」
と

応
じ
た
。

　
県
協
会
か
ら

は
、

片

岡

勝

美
、
鵜
沢
宜
広

の

副

会

長

２

氏
、
藤
森
和
弘

専
務
理
事
が
参

加
し
た
。
県
協

会
が
県
知
事
選

挙
で
推
薦
す
る

同
連
盟
所
属
の

　
ネ
ン
セ
ツ
（
本
社
・
札
幌
市
、
佐
原
直
人
社
長
）

が
新
築
移
転
す
る
札
幌
市
北
区
の
市
立
新
陽
小
学
校

（
宮
崎
俊
仁
校
長
、
５
１
１
人
）
に
家
庭
科
室
用
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
こ
ん
ろ
８
台
（
30
万
円
相
当
）
を
寄
贈
す

る
。
移
転
前
の
同
教
室
の
熱
源
は
都
市
ガ
ス
で
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
へ
の
燃
転
と
な
る
た
め
「
お
手
伝
い
し
た

い
」
と
寄
贈
を
申
し
出
た
。

家
庭
科
室
の
燃
転
支
援

札
幌
市
立

新

陽

小 

こ
ん
ろ
８
台
寄
贈
へ

ネンセツ

小学校にこんろ８台を寄贈するネンセツ
本社

佐原洋史専務

　
１
９
９
１
年
に
入
社
し

て
以
来
、「
配
送
以
外
は

す
べ
て
経
験
し
て
き
た
」

と
話
す
よ
う
に
一
貫
し
て

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販
売
に
携
わ

っ
て
き
た
。
約
30
年
も
の

間
、
こ
の
道
一
筋
で
や
っ

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
眼

前
に
は
見
た
こ
と
も
聞
い

た
こ
と
も
な
か
っ
た
風
景

が
広
が
る
。

　
営
業
マ
ン
が
唯
一
、
家

の
中
に
入
れ
る
の
が
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
の
強
み
で
あ
り

醍
醐
味
だ
っ
た
が
、
現
状

は
訪
問
す
る
こ
と
自
体
が

厳
し
い
。「
以
前
の
よ
う

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
な
い
」
と
嘆
く
。

家
の
中
は
も
ち
ろ
ん
、
玄

関
に
近
づ
く
こ
と
さ
え
難

し
く
な
っ
た
状
況
に
、

「
顧
客
の
ほ
う
か
ら
離
れ

て
し
ま
う
の
で
は
」
と
、

強
い
危
機
感
も
抱
く
。

　
こ
う
し
た
背
景
も
あ

り
、
１
月
か
ら
導
入
し
た

「
ス
マ
ー
ト
レ
シ
ー
ト
」

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

る
。
毎
月
の
検
針
デ
ー
タ

と
料
金
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
閲
覧
で
き
る
十
勝
エ

リ
ア
で
初
め
て
の
取
り
組

み
だ
。
検
針
票
の
受
け
渡

し
も
な
く
な
り
完
全
に
非

接
触
に
な
る
た
め
、
顧
客

と
の
関
係
に
新
た
な
側
面

を
切
り
開
く
可
能
性
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　「
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
調
整
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
分
も
多
い
。

顧
客
の
声
を
聞
き
な
が
ら

利
便
性
を
追
求
し
て
い
き

た
い
」。
現
在
は
広
く
ス

マ
ー
ト
レ
シ
ー
ト
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

よ
う
精
力
的
に
呼
び
か
け

る
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、

滑
り
出
し
は
上
々
で
、
日

々
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
増

え
て
続
け
て
い
る
。

　
今
後
に
向
け
て
は
、
現

状
に
劇
的
な
変
化
は
訪
れ

な
い
だ
ろ
う
と
予
測
、
そ

の
う
え
で
非
接
触
型
の
手

法
が
よ
り
必
要
に
な
る
と

見
る
。
ス
マ
ー
ト
レ
シ
ー

ト
の
可
能
性
が
見
え
始
め

た
い
ま
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販

売
に
加
え
、
運
営
す
る
10

カ
所
の
Ｓ
Ｓ
や
灯
油
の
定

期
配
達
に
も
応
用
で
き
な

い
か
、
を
思
案
す
る
。

「
ど
ん
な
か
た
ち
で
も
、

顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
切

ら
し
て
は
い
け
な
い
。
最

良
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
を

追
求
し
て
い
き
た
い
」

鈴
木
淳
一
・
熱
原
帯
広
第
一
営
業
部
統
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼
第
二
営
業
部
次
長（
帯
広
市
）

顧
客
と
新
た
な
関
係
に

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入

支
部
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

道協本部

　
１
月
に
か
か
っ
て
き
た
新

陽
小
か
ら
の
電
話
が
き
っ
か

け
で
贈
呈
へ
と
つ
な
が
っ

た
。
電
話
は
事
務
担
当
職
員

か
ら
で
、
料
金
を
は
じ
め
と

す
る
請
求
の
仕
組
み
や
ガ
ス

メ
ー
タ
ー
や
保
安
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
。

　
実
は
こ
の
職
員
、
先
代
社

長
の
故
洋
一
氏
が
30
年
以
上

前
に
大
倉
山
小
学
校
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
納
入
し
始
め
た
と
き

に
職
員
と
し
て
在
籍
し
、
洋

一
氏
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
利
用
に
つ

い
て
の
基
本
を
伝
え
て
い

た
。
今
回
、
新
陽
小
の
家
庭

科
室
の
燃
転
に
当
た
っ
て
改

め
て
問
い
合
わ
せ
て
き
た
と

い
う
。

　
同
じ
北
区
内
に
所
在
す
る

と
は
い
え
、
新
陽
小
の
あ
る

北
27
条
西
14
丁
目
は
、
新
琴

似
エ
リ
ア
を
主
戦
場
と
す
る

ネ
ン
セ
ツ
に
と
っ
て
は
商
圏

か
ら
は
少
し
外
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
販
売

を
統
括
す
る
佐
原
洋
史
専
務

が
話
を
聞
く
う
ち
に
、
「
当

社
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
の

が
う
れ
し
か
っ
た
。
何
か
お

手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
寄
贈
を
決
め
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
当
初
、
小
学
校
側
は
こ
ん

ろ
を
購
入
す
る
考
え
で
ネ
ン

セ
ツ
に
対
し
見
積
も
り
を
出

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を
出

し
て
い
た
。
し
か
し
、
佐
原

専
務
が
札
幌
市
教
委
に
掛
け

合
う
な
ど
し
て
、
寄
贈
を
受

け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
の
了

承
を
得
た
。
寄
贈
式
は
、
校

舎
が
供
用
開
始
と
な
る
４
月

以
降
に
な
る
予
定
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
災
害
時

に
指
定
避
難
場
所
と
な
る
小

中
学
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

散
化
と
い
う
意
味
で
も
、
家

庭
科
室
の
み
の
一
部
と
は
い

え
常
用
に
向
け
た
好
例
に
な

る
の
は
間
違
い
な
い
。
業
界

を
挙
げ
た
Ｐ
Ｒ
運
動
が
浸
透

し
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。

「
災
害
時
の
拠
点
と
な
る
校

舎
に
命
を
つ
な
ぐ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
と
て

も
い
い
こ
と
。
当
社
と
し
て

も
今
後
、
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
て
い
く
」（
佐
原
専

務
）
と
し
て
い
る
。

　
北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
鉢
呂
喜
一
会
長
）
は
ウ
ェ

ブ
会
議
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
19
日
に
実
施
し
た
理
事

会
か
ら
活
用
し
て
い
る
。
協

会
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
安

全
を
守
る
た
め
、
本
・
支
部

な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
。

　
導
入
し
た
の
は
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
社
の
チ
ー
ム
ス
。
本

部
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
支
部

な
ど
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
の
招
待

状
を
送
信
す
る
こ
と
で
ウ
ェ

ブ
上
で
の
会
議
の
開
会
が
可

能
と
な
る
仕
組
み
。
現
状
で

は
支
部
に
加
え
、
役
員
な
ど

最
大
で
20
人
超
で
の
会
議
を

想
定
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
２
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
の
兆
し

を
見
せ
て
以
降
、
国
や
道
の

緊
急
事
態
宣
言
発
出
も
あ
っ

て
、
本
部
に
集
ま
っ
て
の
会

合
は
経
済
部
会
や
青
年
委
員

会
な
ど
わ
ず
か
数
回
の
開
催

に
と
ど
ま
っ
た
。
本
来
開
か

れ
る
は
ず
だ
っ
た
会
合
の
多

く
が
書
面
決
裁
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

　
沈
静
化
に
向
か
い
始
め
た

と
は
い
え
人
口
が
密
集
す
る

札
幌
市
か
ら
は
依
然
、
２
ケ

タ
の
感
染
者
が
日
々
出
続
け

て
い
る
状
態
。
さ
ら
に
国
の

２
度
目
の
宣
言
か
ら
北
海
道

は
外
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

札
幌
市
へ
の
出
入
り
に
対
す

る
自
粛
要
請
が
解
か
れ
て
お

ら
ず
、
油
断
の
で
き
な
い
状

況
は
続
く
。

　
今
後
は
状
況
を
冷
静
に
分

析
し
つ
つ
、
ウ
ェ
ブ
か
実
際

に
集
め
て
の
会
議
に
す
る
の

か
検
討
し
て
い
く
。

　
た
だ
、「
ウ
ェ
ブ
会
議
は

本
来
の
会
議
の
姿
で
は
な

い
」
と
鉢
呂
会
長
の
見
解
が

示
す
よ
う
に
、
実
際
に
顔
を

見
な
が
ら
の
議
論
が
望
ま
し

い
と
の
声
が
業
界
の
中
で
は

多
い
。

　
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
小
倉
晴
夫
会
長
ら
幹
部

が
２
月
12
日
、
千
葉
市
の
県
庁
議
会
棟
で
開
か
れ
た

自
民
党
千
葉
県
議
会
議
員
会
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
対
策
議
員
連

盟
（
伊
藤
昌
弘
会
長
）
の
会
合
に
出
席
し
た
。
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
に
よ
る
災
害
対
策
の
要
望
を
連
盟
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
石
渡
敏
温
・
県
防
災
危
機
管
理
部
長
、
澤

川
和
宏
・
県
教
育
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

千
葉
県
協

ＧＨＰ・発電機・
ＬＰＧ車の導入 自民議連と連携

右から伊藤・議連会長、小倉・県協会
長、石渡・県防災危機管理部長、関政
幸・県議、今井勝・議連副会長

右から立原支部長、笹目氏、伊
藤栄養士、岡崎館長

岩下部会長（右）と
臼井理事長

森
会
長
か
ら
原
田
市
長
（
左
）
に

目
録
が
贈
ら
れ
た

山
梨
県
協
会

青

年

部

会 

廃
メ
ー
タ
ー
益
で
５
回
目

児
童
養
護
施
設
に
寄
付

茨
城
県
協

水
戸
支
部 

設
置
事
業
10
期
目

小
美
玉
市
文
化
館
に
寄
贈

Ｓｉコンロ

26
市
町
へ
の
寄
贈
完
了
に
メ
ド

袋
井
市
に
防
災
機
材

静岡県協

　
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青

年
部
会
（
岩
下
博
樹
部
会

長
）
は
２
月
16
日
、
甲
府
市

の
児
童
養
護
施
設
「
あ
い

関
政
幸
・
県
議
会
議
員
も
同

席
し
た
。

　
県
協
会
が
県
に
要
望
書
を

渡
す
の
は
18
年
12
月
以
来
。

当
時
の
要
望
内
容
に
は
公
立

高
校
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
導
入
を
含
め
て
お
り
、

伊
藤
・
議
員
連
盟
会
長
が
こ

れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て

「
５
校
の
県
立
高
校
に
Ｇ
Ｈ

Ｐ
を
導
入
で
き
た
」
と
報

告
。
小
倉
・
県
協
会
会
長
は

「
皆
さ
ま
の
尽
力
の
お
陰

　
要
望
の
内
容
は
、
①
避
難

所
と
な
る
県
立
学
校
体
育
館

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

導
入
②
避
難
所
と
な
る
公
共

施
設
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機

の
設
置
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
備
蓄

③
災
害
時
の
燃
料
不
足
対
策

に
な
る
公
用
車
へ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ

車
の
導
入

―
の
３
項
目
。

　
小
倉
・
県
協
会
会
長
は
、

集
ま
っ
た
議
員
な
ど
約
30
人

を
前
に
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
可
搬

性
に
富
ん
で
、
半
永
久
的
に

保
存
で
き
、
災
害
時
に
も
有

利
に
動
か
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
。
非
常
時
に
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
は
ど
う
し
て
も
不
足
す

る
」
と
語
っ
た
。

　
伊
藤
・
議
員
連
盟
会
長
も

議
員
ら
に
「
市
町
村
の
避
難

　
静
岡
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
森
峯
雄
会
長
）
は
、
２
０

１
８
年
１
月
に
県
と
締
結
し

た
新
災
害
援
助
協
定
に
基
づ

き
、
17
年
度
か
ら
県
協
26
地

区
会
の
市
町
に
対
し
、
炊
き

出
し
セ
ッ
ト
「
イ
ワ
タ
ニ 

デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
ホ
ン
ダ
＋
矢
崎
エ
ナ

ジ
ー
シ
ス
テ
ム
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

長
）、
芝
田
篤
専
務
が
出

席
。
行
政
側
は
原
田
英
之
市

長
、
本
多
芳
勝
・
市
危
機
管

理
部
長
、
永
井
宏
昭
・
市
危

機
管
理
部
危
機
管
理
課
長
が

出
席
し
た
。

　
原
田
市
長
は
、「
災
害
発

生
時
に
非
常
に
使
え
る
資
材

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
こ
と
は

う
れ
し
く
、
活
用
し
て
い
き

た
い
。
袋
井
市
も
１
９
４
４

年
の
東
南
海
大
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
経
験
を
持

つ
。
市
内
に
は
都
市
ガ
ス
も

あ
る
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
持
つ

可
搬
性
は
災
害
時
に
は
大
事

だ
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
防
災

機
材
も
、
可
搬
性
に
優
れ
、

手
軽
に
活
用
で
き
る
点
は
何

よ
り
の
強
み
だ
。
小
回
り
が

利
く
の
は
非
常
時
で
一
番
大

事
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
熱

源
に
つ
い
て
も
、
都
市
ガ
ス

と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
各
々
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
ど
ち
ら
か

一
辺
倒
で
は
な
く
調
整
し
な

が
ら
活
用
し
て
い
き
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

校
や
公
民
館
な
ど
公
共
施
設

に
機
器
を
新
た
に
設
置
し
た

う
え
で
、
本
来
は
設
置
後
子

供
と
保
護
者
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

通
じ
た
料
理
教
室
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
企
画
だ
が
、
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
料
理

教
室
の
開
催
は
見
送
っ
た
。

昨
年
度
ま
で
に
計
83
施
設
に

設
備
を
導
入
し
て
い
る
。

　
立
原
支
部
長
は
贈
呈
式
で

「
こ
ん
ろ
は
使
い
方
を
間
違

う
と
大
き
な
事
故
に
な
る

が
、
Ｓ
ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ

が
義
務
化
し
て
か
ら
、
全
国

で
事
故
が
半
減
し
た
。
最
新

の
こ
ん
ろ
を
安
心
し
て
安
全

に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
お
子

さ
ま
方
と
の
触
れ
合
い
の
時

間
で
も
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
笹
目
英
昭
・
小
川
ガ
ス
所

長
が
、
小
美
玉
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
岡
崎
啓
将
美
野
里

支
所
長
小
美
玉
市
四
季
健
康

館
長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。

石
川
修
・
水
戸
支
部
事
務
局

長
が
機
器
の
安
全
機
能
な
ど

の
概
略
を
説
明
し
た
。

　
岡
崎
氏
は
謝
辞
で
、「
栄

養
指
導
室
は
幅
広
い
活
動
で

利
用
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
た
折
に
は
、
温
か
い
食

事
、
食
育
を
提
供
で
き
る
も

の
と
思
う
」
と
話
し
た
。
市

保
健
衛
生
部
健
康
増
進
課
の

伊
藤
彩
加
管
理
栄
養
士
も

「
子
供
た
ち
と
こ
ん
ろ
を
ふ

ん
だ
ん
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

が
あ
い
む
を
訪
れ
、
臼
井
行

夫
理
事
長
に
寄
付
金
を
手
渡

し
た
。
臼
井
理
事
長
は
「
子

供
た
ち
が
明
る
く
の
び
の
び

と
育
つ
礎
と
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い

る
。
善
意
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
楽
し
め
る
も
の
や
学
習

支
援
な
ど
、
子
供
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
に
生
か
し
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

　
あ
い
む
は
２
０
１
３
年
設

立
で
、
県
内
の
児
童
養
護
施

設
で
一
番
新
し
い
。
入
居
児

童
は
中
高
生
が
多
く
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
多
感
な
思
春

期
の
児
童
に
丁
寧
に
向
き
合

っ
て
い
る
。
運
営
す
る
山
梨

樫
の
会
は
昨
年
か
ら
、
児
童

養
護
施
設
や
里
親
か
ら
自
立

　
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協

会
水
戸
支
部
（
立
原
孝
夫
支

部
長
）
は
２
月
10
日
、
小
美

だ
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
自
民
県
議
会
議
員
会
が
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
対
策
議
員
連
盟
を
立

ち
上
げ
た
の
は
18
年
６
月
。

以
後
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の

連
携
を
続
け
て
い
る
。

し
た
後
の
児
童
を
支
援
す
る

「
若
者
自
立
セ
ン
タ
ー
い
っ

ぽ
」
も
運
営
し
て
い
る
。

　
小
名
木
健
施
設
長
は
、
児

童
の
近
況
や
施
設
の
体
制
を

説
明
し
た
。「
県
の
社
会
的

支
援
制
度
が
充
実
し
て
き

て
、
今
年
卒
業
す
る
子
た
ち

は
皆
、
大
学
進
学
が
決
ま
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。
そ
れ

を
聞
い
た
岩
下
部
会
長
は

「
皆
さ
ん
が
親
御
さ
ん
の
代

わ
り
に
な
っ
て
い
る
の
が
良

く
わ
か
る
」
と
返
し
、
和
や

か
な
空
気
が
流
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
、
限
ら
れ
た
時
間
で
の

対
面
だ
っ
た
が
、
２
月
13
日

に
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る

震
度
６
強
の
地
震
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
が
話

題
に
上
が
っ
た
。
岩
下
部
会

長
は
協
会
が
各
自
治
体
と
災

害
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ
と

に
言
及
。「
災
害
時
、
わ
れ

わ
れ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

万
一
の
事
態
で
は
、
お
互
い

を
良
く
知
っ
た
関
係
性
が
大

切
に
な
る
。
ま
た
何
か
あ
れ

ば
お
声
が
け
し
た
い
」
と
話

し
た
。
さ
ら
に
「
例
え
ば
停

電
し
た
ら
オ
ー
ル
電
化
は
使

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
は
災
害
時
に
も
使
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
電
気
と
ガ

ス
、
バ
ラ
ン
ス
よ
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
を
維
持
す
る
の
が

大
切
」
と
強
調
し
た
。


